
         

人
生
リ
ハ
ー
サ
ル 

          



 

梗
概 

 

大
学
生
の
竜
之
介
（2

0

）
は
、
幼
い
頃
か
ら
『
同
じ

日
が
二
回
繰
り
返
さ
れ
る
』
と
い
う
摩
訶
不
思
議
な

現
象
の
中
で
生
き
て
い
た
。 

 

あ
る
一
日
が
終
わ
る
と
、
そ
の
日
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
、

ま
た
同
じ
一
日
が
始
ま
る
。
そ
し
て
二
回
目
の
一
日

は
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と
な
く
翌
日
に
引
き
継
が
れ

る
。
つ
ま
り
、
リ
ハ
ー
サ
ル
日
と
本
番
日
と
を
延
々

と
繰
り
返
し
て
い
た
。 

 

竜
之
介
は
リ
ハ
ー
サ
ル
で
は
悪
逆
非
道
の
限
り
を
尽

く
し
、
一
方
、
本
番
で
は
人
が
変
わ
っ
た
の
よ
う
に

単
調
で
慎
ま
し
い
毎
日
を
送
る
と
い
う
、
歪
ん
だ
二

重
生
活
を
し
て
い
た
。 

 

同
性
愛
者
で
あ
る
竜
之
介
は
親
友
の
亮
太
（2

0

）
に

密
か
な
想
い
を
寄
せ
て
い
た
。
亮
太
も
ま
た
竜
之
介



に
気
が
あ
り
、
リ
ハ
ー
サ
ル
で
は
肉
体
関
係
を
持
っ

て
い
た
二
人
だ
っ
た
が
、
本
番
で
は
亮
太
に
振
ら
れ

る
こ
と
を
恐
れ
る
が
あ
ま
り
、
竜
之
介
は
自
分
の
想

い
を
吐
き
出
せ
な
い
で
い
た
。 

 

亮
太
へ
の
想
い
を
募
ら
せ
る
竜
之
介
は
、
つ
い
に
本

番
日
に
告
白
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
。 

 

し
か
し
、
折
り
悪
く
、
亮
太
は
友
人
の
莉
奈
（2
0

）

か
ら
竜
之
介
と
の
親
密
な
関
係
を
疑
わ
れ
た
こ
と
で

竜
之
介
を
敬
遠
し
、
竜
之
介
は
振
ら
れ
て
し
ま
う
。 

 

 

自
暴
自
棄
に
な
っ
た
竜
之
介
は
や
け
酒
を
あ
お
る
。

リ
ハ
ー
サ
ル
で
大
暴
れ
し
、
知
人
の
石
毛
（2

0

）
を

刺
し
殺
し
て
し
ま
う
。 

 

警
察
に
連
行
さ
れ
た
竜
之
介
は
拘
置
所
で
本
番
日
に

な
る
の
を
待
つ
が
、
朝
に
な
っ
て
も
な
ぜ
か
拘
置
所

に
い
る
ま
ま
だ
っ
た
。 

 



実
は
竜
之
介
は
や
け
酒
が
原
因
で
リ
ハ
ー
サ
ル
日
の

丸
一
日
眠
っ
て
お
り
、
本
番
日
を
リ
ハ
ー
サ
ル
日
だ

と
錯
覚
し
て
大
暴
れ
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。 

 
竜
之
介
の
逮
捕
を
知
っ
た
亮
太
は
面
会
に
い
き
、
竜

之
介
を
振
っ
た
こ
と
へ
の
後
悔
を
口
に
す
る
。
竜
之

介
は
亮
太
を
許
し
、
亮
太
へ
改
め
て
告
白
す
る
も
、

そ
の
日
が
リ
ハ
ー
サ
ル
な
の
か
本
番
な
の
か
定
か
で

は
な
く…

 

           



《
登
場
人
物
》 

森
田
竜
之
介
（5

）
（2

0

） 

大
学
生 

丸
山
亮
太
（2

0

） 

竜
之
介
の
友
人 

 
莉
奈
（2

0

） 

大
学
生 

石
毛
（2

0
） 

大
学
生 

 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
男 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
女 

警
官 

竜
之
介
の
母 

少
年
時
代
の
竜
之
介 

看
守 

そ
の
他 
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○
マ
ン
シ
ョ
ン
・
外
観
（
朝
） 

 

 
 

低
階
層
の
建
物
。 

 

○
竜
之
介

の
部
屋 

 
 

ス
マ
ホ
の
ア
ラ
ー
ム

が
鳴

る
。 

 
 

ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
た

森
田
竜
之
介
（2

0

）
、
ア
ラ

ー
ム
を
と
め
、

起
き

上
が
る
。 

 

  
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 

 

竜
之
介
、
寝
ぼ
け
眼
で
テ
レ
ビ

を
つ
け
る
。 

 
 

朝
の

ニ
ュ
ー
ス

番
組
が
流

れ
る
。 

 

○
ニ
ュ
ー
ス
番
組
の

映
像 

 
 

男
女

の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が

立
っ
て
い
る
。 

男
ア
ナ
「

さ
て
鈴
ち
ゃ
ん
。
今
日

2

月

2

日
は
何
の

日
か
わ
か
る
か
な
」 

女
ア
ナ
「

え
ー
と…

2

と

2

で

ニ
ン
ニ
ン
！ 

忍
者

の
日
！
」 

男
ア
ナ
「

残
念
。
正
解
は
『
夫
婦
の
日
』
」 



- 2 - 

 

女

ア

ナ

「

こ

の

前

も

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

っ

け

？ 

夫
婦
の
日
」 

男
ア
ナ
「
そ
れ
は

1
1

月

2
2

日
。『
い
い
夫
婦

の
日
』

じ
ゃ
な
い
か
な
」 

女
ア
ナ
「

じ
ゃ
ー
今
日
は
『
並

の
夫
婦
の

日
』
な
ん

で
す
か
ね
」 

男
ア
ナ
「

い
や
い
や
」 

 

○
竜
之
介

の
部
屋 

 
 

竜
之
介
、
着
替

え
な
が
ら
、
何
と
な
し
に
テ
レ

ビ
を
見
て
い
る
。 

 

○
道 

 

 

竜
之
介
、
歩

い
て
い
る
。 

 
 

駐
車
場
に
ベ
ン
ツ
が
停
ま
っ
て
い
る
。 

 
 

竜
之
介
、

ベ
ン
ツ
に
近
寄

る
。 

竜
之
介
、

ボ
ン
ネ
ッ
ト
の

エ
ン
ブ
レ
ム
を
掴
む

と
、
へ
し

折
る
。 

 
 

竜
之
介
、
平
然

と
歩
き
出

す
。 

竜
之
介

M

「
問
題
な
い
」 
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×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 
 

 

若
い

女
、
竜
之
介
の
正
面

か
ら
や
っ
て
く
る
。 

 
 

竜
之
介
、

す
れ

違
い
ざ
ま
、
女
の
ス
カ
ー
ト

を

め
く
る
。 

女
「
？
！
」 

 
 

竜
之
介
、
平
然

と
歩
き
出

す
。 

竜
之
介

M

「
問
題
な
い
」 

  
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 

  
 

竜
之
介
、
交
番
前
に
く
る
。 

 
 

交
番
前
に
警
官

の
姿
。 

 
 

竜
之
介
、

こ
れ

見
よ
が
し
に
ポ
ケ
ッ
ト

か
ら
果

物
ナ
イ
フ

を
取
り
出

す
。 

 
 

警
官
、
驚

く
。 

 
 

竜
之
介
、
警
官

に
襲
い
か
か
る
。 

 

 
 

二
人
、
揉

み
合

い
に
な
る
。 

 
 

警
官
、
竜
之
介

か
ら
距
離

を
と
る
と
、

拳
銃
を
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取
り
出
す
。 

警
官
、
銃

を
構

え
る
。 

警
官
「
ナ
イ
フ

を
捨

て
ろ
！
」 

 

 
 

竜
之
介
、

ナ
イ
フ
を
舐
め
て
挑
発
す
る
。 

竜
之
介

M

「
問
題
な
い
」 

 
 

竜
之
介
、
ナ
イ
フ
を
手
に
警
官
に

飛
び
か
か
る
。 

竜
之
介

M

「
問
題
が
あ
る
の
は

、
こ
の
世
界

だ
」 

 

轟
く

銃
声
ー
ー 

 

○
竜
之
介

の
部
屋
（
朝
） 

 
 

ス
マ
ホ
の
ア
ラ
ー
ム

が
鳴

る
。 

 

 

ベ
ッ
ド

で
寝
て
い
た
竜
之
介
、
か
っ
と

目
を
見

開
く
。 

 
 

竜
之
介
、
起
き

上
が
り
、

テ
レ
ビ
を
つ
け
る
。 

 
 

朝
の

ニ
ュ
ー
ス

番
組
が
流

れ
る
。 

 

○
ニ
ュ
ー
ス
番
組
の

映
像 

 
 

男
女

の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が

立
っ
て
い
る
。 

男
ア
ナ
「

さ
て
鈴
ち
ゃ
ん
。
今
日

2

月

2

日
は
何
の

日
か
わ
か
る
か
な
」 
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女
ア
ナ
「

え
ー
と…

2

と

2

で

ニ
ン
ニ
ン
！ 

忍
者

の
日
！
」 

男
ア
ナ
「

残
念
。
正
解
は
『
夫
婦
の
日
』
ー
ー
」 

 
○
竜
之
介

の
部
屋 

竜
之
介
「…
」 

 
 

竜
之
介
、

テ
レ
ビ
を
消
す
。 

 

○
道 

 

 
 

竜
之
介
、
歩
い
て
い
る
。 

 
 

竜
之
介
、

駐
車
場
に
停
ま
っ
て
い
る

ベ
ン
ツ
の

前
を
素
通

り
す
る
。 

 
 

 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

  
 

若
い

女
、
竜
之
介
の
正
面

か
ら
や
っ
て
く
る
。 

 
 

二
人
、
何
事
も
な
く
す
れ

違
う
。 

 

  
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×
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交
番
前
。 

警
官

が
立
っ
て
い
る
。 

 

 
 

竜
之
介
、
素
通

り
す
る
。 

 
○
大
学
・
教
室 

 
 

竜
之
介
、
座
っ
て
い
る
。 

 
 

竜
之
介
、

カ
バ
ン
か
ら
日
記
帳

を
取

り
出
し
て

開
く
。 

 
 

カ
レ
ン
ダ
ー
形
式
の
日
記
帳
だ
。 

 
 

一
つ

奇
妙
な
の
は
、

全
て
の
日
付
の

マ
ス
が
上

下
に
二
等
分
さ
れ
て
い
る

点
だ
。 

 
 

竜
之
介
、2

月

2

日
の
マ
ス
の
上
半
分
に
次
の

言
葉
を
書

き
込
む
。 

 
 

『
警
官
と
や
り
あ
っ
た
』 

声
「
よ
っ
」 

 
 

竜
之
介
、
慌
て
て
日
記
帳

を
閉
じ
る
。 

 

 
 

竜
之
介
、
顔
を
あ
げ
る
。 

笑
顔

の
丸
山
亮
太
（2

0

）
が
立
っ
て
い
る
。 

 
 

竜
之
介
の
前
方

の
席
に
、
石
毛
（2

0

）
と
莉
奈

（2
0

）
の

姿
。 
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石
毛
「
（
振
り
返
り
）
お
う
亮
太
」 

亮
太
「
お
う
」 

莉
奈
「
（
自
分

の
隣
の

席
を
示
し
）
亮
太
君
、
こ
こ
空

い
て
る
よ
」 

亮
太
「
悪

い
。
俺
は
こ
こ
で
い
い
や
」 

 

 
 

と
亮
太
、
竜
之
介
の
隣
に

座
る
。 

莉
奈
「
（
不
満

げ
）
」 

亮
太
「
竜
之
介
、
今
日
も
俺
ん
ち
く
る
だ
ろ
？
」 

竜
之
介
「

う
ん
」 

亮
太
「
つ
い
に

買
っ
ち
ま
っ
た
よ
。
こ
れ
（
と
ハ
ン

ド
ル
を
回

す
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
）
」 

竜
之
介
「

マ
ジ
で
？
」 

亮
太
「
マ
ジ
」 

竜
之
介
「

結
局
買
う
な
ら

最
初

か
ら
買
え
ば
よ
か
っ

た
の
に
」 

亮
太
「
た
し
か
に
な

（
と
笑
う
）
」 

 

○
亮
太
の

部
屋
（
夜
） 

 
 

竜
之
介
と
亮
太
、
テ
レ
ビ
の

前
に

座
っ
て
い
る
。 

二
人
、
マ
リ
オ
カ
ー
ト
を

プ
レ
イ
し
て
い
る
。 
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亮
太
、
慣
れ
な
い

動
き
で
ハ
ン
ド
ル
型
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー

を
操
作
し
て
い
る
。 

  
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 

 

 

亮
太
、

ハ
ン
ド
ル

を
握
り
し
め
た
ま
ま

寝
落
ち

し
て
い
る
。 

竜
之
介
「
（
笑

う
）
」 

 
 

竜
之
介
、

カ
バ
ン
を
手
に
す
る
。 

竜
之
介
、

日
記
帳
を
取
り

出
し
、
開

く
。 

 
 

2

月

2

日
の
マ
ス
の
下
半
分
に
次
の

言
葉
を
書

き
込
む
。 

 
 

『
亮
太
ん
ち
で

マ
リ
カ
ー
』 

 
 

2

月

2

日
の
マ
ス
に
『
警
官
と
や
り
あ
っ
た

』

と
『
亮
太

ん
ち
で
マ
リ
カ
ー
』

の
２
つ
が

並
ぶ
。 

竜
之
介

M

「
い
つ
だ
っ
た
ろ
う

。
一
日
が

2

回
あ
る

こ
と
に
気

づ
い
た
の
は
ー
ー
」 

 

○
竜
之
介

の
家
・
居
間
（
回
想
） 

 
 

竜
之
介
（5

）
、
壁
に
か
か
っ
た

カ
レ
ン
ダ
ー

を
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じ
っ
と
見

て
い
る
。 

竜
之
介
「

お
母
さ
ん
！
」 

 
 

と
台
所
へ
駆
け
て
ゆ
く
。 

 
○
同
・
台
所 

母
、

カ
レ
ー
を

作
っ
て
い
る
。 

 

竜
之
介
、
や
っ
て
く
る
。 

竜
之
介
「

あ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
、

お
か
し
い
よ
」 

母
「
竜
之
介
、

カ
レ
ー
も
う
少

し
待
っ
て
ね
」 

竜
之
介
「

カ
レ
ン
ダ
ー
、

お
か
し
い
よ
」 

母
「
カ
レ
ン
ダ
ー
？ 

お
か
し
く
な
い
わ
よ
」 

竜
之
介
「

お
か
し
い
よ
」 

母
「
ど
こ
が
お
か
し
い
の
？
」 

竜
之
介
「
だ
っ
て
ね
、
ほ
ん
と
は

昨
日
も
月
曜
日
で
、

今
日
も
月
曜
日

な
ん
だ
よ
。
二
回
続

く
ん
だ
よ
」 

母
、

お
玉
で
カ
レ
ー

を
味
見
す
る
。 

竜
之
介
「
あ
と
ね
、
今
日
に
な
る
と
ね
、
み
ん
な
ね
、

昨
日
の
こ
と
は

忘
れ
ち
ゃ
う
ん
だ
よ
。
で
も
ね
、

今

日
の
こ
と
は
ね
、
明
日
も
覚
え
て
る
ん
だ
よ
」 

母
「
（
あ
し
ら
う
）
わ
か
っ
た
か
ら
。
戸
棚

か
ら
お
皿
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出
す
の
手
伝
っ
て
」 

 

○
（
戻
っ
て
）

亮
太

の
部
屋 

 
 

竜
之
介
、
日
記
帳
を
眺
め
て
い
る
。 

竜
之
介

M
「
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る

1

回
目

の
一
日
で
は
、

ム
チ
ャ
を
や
り
」 

 
 

日
付

の
マ
ス
上
半
分

に
『
金
塊
盗
ん
だ
』『

カ
ー

チ
ェ
イ
ス

し
た
』
な
ど
、
も
の
も
の
し
い

言
葉
が
並

ぶ
。 

竜
之
介

M

「
明
日
に
繋
が
る

2

回
目
の
一
日

は
、
た

だ
た
だ
無
難
に
、
お
と
な
し
く
ー
ー
」 

 
 

日
付

の
マ
ス
下
半
分

に
は
『
亮
太
ん
ち
で
マ
リ

カ
ー
』
と
い
う

言
葉

が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。 

竜
之
介

M

「
そ
う
や
っ
て

今
日

も
一
日
が

過
ぎ
て
ゆ

く
ー
ー
」 

 

○
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・

店
内
（
数
日
後
） 

 
 

竜
之
介
と
亮
太
、
テ
ー
ブ
ル

席
で

食
べ
て
い
る
。 

亮
太
「
楽
勝
だ
よ
」 

 

 
 

と
ポ
テ
ト

を
口

に
放
る
。 
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亮
太
「
（
む
し
ゃ
む
し
ゃ
）
タ
ラ
レ
バ

の
話

で
、
同
じ

日
が

2

回
繰
り
返
さ
れ
る

人
生

だ
っ
た
ら

何
す
る
っ

て
、
そ
う
い
う

話
だ
ろ
？ 

『

月
月
、
火
火
』
み
た

い
な
」 

竜
之
介
「
（
頷

く
）
」 

亮
太
「
楽
勝
。
超
絶

イ
ー
ジ
ー
モ
ー
ド
。

要
は
さ
、

2

回
目
の

一
日
が
本

チ
ャ
ン
で
、1

回
目

は
様
子
見

と
い
う
か

リ
ハ
ー
サ
ル
み
た
い
な
も
の
だ
か
ら
、
ま

ず
リ
ハ
ー
サ
ル

で
仮
想
通
貨
の

値
動
き
覚

え
て
、
本

番
で
取
引
。
誰

で
も

億
万
長
者

に
な
れ
る
」 

 
 

竜
之
介
、
亮
太

の
ポ
テ
ト
を

つ
ま
ん
で

食
べ
る
。

亮
太
「
試
験
の
答
え
は
わ
か
る
わ
、
事
故

っ
て
も
回

避
で
き
る
わ
で
、
そ
ん
な

人
生

だ
っ
た
ら

超
絶
だ
よ

な
あ
」 

竜
之
介
「
（
ポ
テ
ト
を
む
し
ゃ
む
し
ゃ
）
慣

れ
て
く
る

と
ダ
ル
い
。
本
番
の
た
め
に
リ
ハ
ー
サ
ル
す
る
の

も
」 

亮
太
「
え
、
何
そ
れ
、
経
験
者

は
語
る
み
た
い
な…

て
か
人
の

ポ
テ
ト
食

い
す
ぎ
じ
ゃ
ね

」 

竜
之
介
「
自
分

な
ら
、
リ
ハ
ー
サ
ル

で
ム
チ
ャ
ク
チ

ャ
暴
れ
て
、
本
番
は

何
も
せ
ず
に
静
か
な

人
生
を
歩



- 12 - 

 

む
、
と
か
か
な
」 

亮
太
「
ム
チ
ャ
ク
チ
ャ
暴
れ
る
っ
て
ど
ん
な
よ
？
」 

竜
之
介
「
（
突
然
大
声
で
）
フ
ァ
ッ
ク
！
！
！
」 

 
 

静
ま
り
返
る
店
内
。 

亮
太
、
あ
然
と
す
る
。 

 

竜
之
介
、
立

ち
上
が
る
。 

竜

之

介

「
（

咆

哮

す

る

）

フ

ァ

ッ

ク

！

！ 

フ

ァ

ッ

ク
！
！ 

フ
ァ
ー
ー
ー
ー
ッ
ク
！
！
！…

み
た
い
な

感
じ
で
」 

亮
太
「
（
動
揺
し
て
）
お
、
お
い…

ど
う
し
た
ん
だ
よ
」 

 
 

竜
之
介
、

近
く
に
い
た
女

の
店
員
へ
、 

竜
之
介
「

す
い
ま
せ
ー
ん
！
」 

 
 

女
の

店
員
、
恐

る
恐
る
や
っ
て
く
る
。 

竜
之
介
「

や
ら
し
て
く
だ
さ
い
！
」 

店
員

、
絶
句
す
る
。 

亮
太
「…

」 

竜
之
介
「

み
た
い
な

感
じ
で
」 

亮
太
「
（
焦

り
な
が
ら

店
員
へ
）
あ
、
い
や
、
冗
談
で

す…

っ
て
い
う
か…

も
う
出
ま

す
ん
で
」 

 

 

店
員
、
腹
を
立
て
な
が
ら
去
る
。 
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竜
之
介
、
席

に
す
わ
る
。 

亮
太
「
お
い
、

出
な
い
と
や
べ
え
ぞ
」 

竜
之
介
、
両
手

を
組
み
、
ま
じ
ま
じ
と
亮
太
を

見
つ
め
る

。 
竜
之
介
「

実
は
俺
、

お
前
の
こ
と
が
ず
っ
と

好
き
だ

っ
た
」 

亮
太
「
は
？
」 

竜
之
介
「

お
前
が
好

き
だ
」 

亮
太
「
さ
っ
き
か
ら

ク
ス
リ
で
も
や
っ
て
ん
の
か
。

い
い
か
ら

行
く
ぞ
（
と
促
す
）
」 

竜
之
介
「

お
前
も
好

き
な
ん
だ
ろ
。

俺
の
こ
と
」 

亮
太
「
な…

」 

竜
之
介
「

お
前
と
キ
ス
し
た
い
」 

亮
太
「
ふ
ざ
け
ん
な
よ
。
て
か
そ
の

喋
り

方
な
ん
な

ん
だ
よ
。

冗
談
で
も

笑
え
ね
え
ぞ
」 

竜
之
介
「
俺
は
、
お

前
と
、
キ
ス
が
し
た
い
」 

亮
太

、
戸
惑
う

。 
 

 

し
ば
し

見
つ
め
合
う
２
人
。 

 
 

ギ
ラ
ギ
ラ

と
し
た
竜
之
介

の
瞳
。 

亮
太
「
（
目
を
そ
ら
す
）…

勝
手

に
し
ろ
よ
」 
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竜
之
介
「
今
か
ら
お

前
ん
ち
い
く
ぞ
」 

亮
太
「
勝
手
に
し
ろ
っ
て
い
っ
て
ん
だ
ろ
」 

 
 

亮
太
、
立

ち
上

が
り
、
ト
レ
ー

を
持

っ
て
歩
き

出
す
。 

竜
之
介
「
亮
太
」 

亮
太

、
立
ち
止

ま
る
。 

竜
之
介
「

キ
ス
だ
け
じ
ゃ

済
ま
な
い
ぞ
」 

亮
太
「…

勝
手
に
し
ろ
よ
」 

 

○
亮
太
の

マ
ン
シ
ョ
ン
前
（
夕
） 

 
 

少
年

が
壁
に
も
た
れ
て
携
帯
ゲ
ー
ム

で
『
テ
ト

リ
ス
』
を
し
て
い
る
。 

 

○
亮
太
の

部
屋 
 

 
 

竜
之
介
と
亮
太
、
入

っ
て
く
る
。 

 

 

二
人
、
見
つ
め
合
う
。 

 

 
 

闘
牛

の
よ
う
に

額
を
突
き

合
わ
せ
る
。 

竜
之
介
「
お
前
、
ず
っ
と
こ
う
し
た
か
っ
た
ん
だ
ろ
？
」

亮
太
「…

お
前
っ
て
の
は
や
め
ろ
」 

 
 

二
人
、
柔
道
の
よ
う
に
取

っ
組
み
合

い
を
し
、
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ベ
ッ
ド
に

倒
れ
込
む
。 

 

○
テ
ト
リ
ス
の
ゲ
ー
ム
画
面 

 
 

長
い

棒
が
ブ
ロ
ッ
ク

の
穴

に
入
る
。 

ボ
イ
ス
「
テ
ト
リ
ス
！
」 

 
 

長
い

棒
が
ブ
ロ
ッ
ク

の
穴

に
入
る
。 

 

ボ
イ
ス
「
テ
ト
リ
ス
！
」 

 

○
亮
太
の

部
屋
（
夜
） 

 
 

ベ
ッ
ド
に
竜
之
介
と
亮
太
。 

 

 
 

上
半
身
裸

の
亮
太
、
起
き

上
が
る
。 

亮
太
「
ビ
ー
ル

飲
む
か
？
」 

竜
之
介
「…

い
や
」 

亮
太
「
（
笑
う
）
竜
之
介

は
酒
弱

い
も
ん
な
」 

 
 

亮
太
、
キ
ッ
チ
ン
へ
向
か
う
。 

竜
之
介
「
（

亮
太
へ
）
亮
太

、
莉
奈

っ
て
女
ど
う
な
の
？
」 

亮
太
の
声
「
え
？
」 

竜
之
介
「
教
室

で
亮
太
に
声
か
け
て
く
る
」 

 

 
 

亮
太
、
缶

ビ
ー
ル
片
手
に

戻
っ
て
く
る
。 

亮
太
「
あ
ー
。

莉
奈

か
」 
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竜
之
介
「
亮
太

に
気

が
あ
る
ぞ
」 

亮
太
「
そ
れ
は
な
い
」 

 

 
 

亮
太
、
竜
之
介

の
隣
に
座

る
。 

亮
太
「
ど
う
も
こ
う
も
俺
に
は

竜
之
介
が
い
る
か
ら

別
に
」 

竜
之
介
「…
実
は
さ
、
こ
ん
な
こ
と
も
う

1
0

0

回
以

上
繰
り
返

し
て
る
」 

亮
太
「
？
」 

竜
之
介
「1

0
0

回
以
上
亮
太
に

コ
ク
っ
て
き
た
け
ど

全
部
成
功
。1

0
0

パ
ー
の
確
率

で
ベ
ッ
ド

に
直
行
。

入
れ
食
い

状
態
」 

亮
太
「
（
わ
か
ら
な
い
）

何
の
話

だ
よ

」 

竜
之
介
「

け
ど
、
そ
れ
は

リ
ハ
ー
サ
ル
で
の

話
。
本

番
じ
ゃ
コ
ク
っ
た
こ
と
は
な
い
。
ビ
ビ
り
な
ん
だ
。

も
し
か
し
た
ら
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て…

」 

亮
太
「…

よ
く
わ
か
ん
ね
え
け
ど
、

万
が

一
に
も
俺

が
竜
之
介

を
拒
否
る
わ
け
な
ん
か
ね
え
だ
ろ
」 

竜
之
介
「…

」 

亮
太
「
つ
ま
み

持
っ
て
く
ん
の

忘
れ
た
」 

 
 

 

と

立
ち
、
キ
ッ
チ
ン
へ
い
く
。 
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竜
之
介
「
（
呟

く
）
そ
の

万
が
一

が
怖

い…

」 
 

 
 

竜
之
介
、
眠
く
な
る
。 

竜
之
介
「
（
嘆

く
）
あ
ー
。
リ
ハ
ー
サ
ル
が

終
わ
っ
て

し
ま
う…

」 
 

 
 

竜
之
介
、
眠
り
に
落
ち
る
。 

 

○
大
学
・
教
室
（
数
日
後
） 

 

 
 

講
義
中
。 

 

 
 

竜
之
介
、
一
人

で
座
っ
て
い
る
。 

 
 

前
方

の
席
に
亮
太
と
莉
奈

の
姿
。 

 
 

何
や
ら
仲
睦
ま
じ
そ
う
に

小
声
で
話

し
て
い
る
。 

竜
之
介
、
二
人

を
見
て
、 

竜
之
介
「

フ
ァ
ー
ー
ー
ー
ッ
ク
！
！
！
」 

 

 
 

と
叫

び
な
が
ら

赤
子
の
よ
う
に

地
団
駄

を
踏
む
。 

教
室
内
、
静
ま
り
返
る
。 

 

 
 

竜
之
介
、

さ
ら
に
激
し
く

地
団
駄
を

踏
む
。 

竜
之
介
「

フ
ァ
ー
ー
ー
ー
ッ
ク
！
！
！
」 

亮
太
「
（
驚
く
）…

り
ゅ
、
竜
之
介
？
」 

 
 

竜
之
介
、
立
ち
あ
が
る
。 

 
 

亮
太

と
莉
奈
の
も
と
へ
い
く
。 
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竜
之
介
「
（
亮
太

へ
）
お
前
は
、
俺

の
、
隣

に
座

れ
！
！
」 

亮
太
「…

」 

 
 

近
く
に
い
た
石
毛
、
竜
之
介
を
見
て
、 

石
毛
「
森
田…

ク
ス
リ
で
も
や
っ
て
ん
の
か
」 

竜

之

介

「
（

石

毛

の

耳

元

で

）

フ

ァ

ー

ー

ー

ー

ッ

ク
！
！
！
」 

  
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 
 

 

講
義
中
。 

 

 
 

竜
之
介
、
一
人
座
っ
て
い
る
。 

 

 

前
方
の
席
に
亮
太

と
莉
奈
。 

 
 

何
や
ら
仲
睦
ま
じ
そ
う
に

小
声
で
話

し
て
い
る
。 

竜
之
介
「
（
二
人
を
見
て
）…

」 

 
 

日
記
帳
の
日
付

マ
ス
の
上
半
分

に
書

か
れ
た
以

下
の
文
字
。 

 

 
 

『
石
毛
を
フ
ァ
ッ
ク
』 

 
 

竜
之
介
、

二
人

を
見
つ
め
た
ま
ま
唇

を
噛
む
。 

 

 
 

竜
之
介
、

ペ
ン

を
握
り
し
め
、
ノ
ー
ト

に
『
フ

ァ
ッ
ク 

フ
ァ
ッ
ク 

フ
ァ
ッ
ク
』

と
書

き
殴
っ
て
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い
く
。 

 

○
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・

店
内
（
翌
日
） 

 
 

竜
之
介
、
席
に

座
っ
て
い
る
。 

 
 

亮
太
、
や
っ
て
く
る
。 

亮
太
「
ど
う
し
た
。

急
に
呼
び

出
し
て
（
と

竜
之
介

の
正
面
に

座
る
）
」 

竜
之
介
「

お
う
。
座

れ
」 

亮
太
「
座

っ
て
る
よ
。
て
か
何

だ
よ
そ
の

喋
り
方
」 

竜
之
介
「
決
め
た
。

今
日
こ
そ
お
前
に
コ
ク

る
」 

亮
太
「…

？
」 

 
 

 

竜
之
介
「

そ
う
い
う
こ
と
だ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

亮
太
「…

何
の
話
だ

よ
」 

竜
之
介
「

い
っ
て
る
だ
ろ
。
今
日
お
前
に

コ
ク
る
っ

て
」 

亮
太
「
意
味
わ
か
ん
ね
え
し
」 

竜
之
介
「
（
レ
ジ
の
方

を
顎
で
し
ゃ
く
り
）
お

前
も
注

文
し
て
こ
い
」 

亮
太
「
い
い
よ
。
て
か
さ
っ
き
か
ら
お
前

っ
て
何
だ

よ
」 
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竜
之
介
「
（

と
り
あ
わ
ず
）
俺
、
も
う
疲
れ
た
ん
だ
わ
」 

亮
太
「
？
」 

竜
之
介
「

リ
ハ
ー
サ
ル
じ
ゃ
散
々
お
前
に

コ
ク
っ
て

き
た
け
ど
、
空
し
い
だ
け

だ
わ
。
本
番
で

勝
負
か
け

る
こ
と
に
し
た
」 

 
 

と
コ
ー
ラ

を
飲

み
干
す
。 

亮
太
「
（
怪
訝

そ
う
に
）…

竜
之
介
。
大
丈
夫
か
？
」 

竜
之
介
「
今
日

お
前
に
コ
ク
る
か
ら
な
。
忘

れ
る
な
。

今
日
コ
ク

る
か
ら
な
」 

 

 
 

と
立

ち
上
が
る
。 

 
 

竜
之
介
、

ト
レ
ー
を
持
っ
て
歩
き
出

す
。 

亮
太
「
（
焦
る
）
ち
ょ
っ
、
待
て
よ…

」 

竜
之
介
、
立
ち

止
ま
ら
な
い
。 

亮
太
、
追

い
か
け
る
。 

亮
太
「
お
い
。

今
日

っ
て
い
つ
だ
よ
？ 

今
は
違
う

の
か
よ
？ 

今
日
っ
て
い
つ
だ
よ
！

」 

竜
之
介
、
立
ち
ど
ま
る
。 

 
 

竜
之
介
、

ギ
ラ

つ
い
た
瞳

で
亮
太
を

見
る
。 

 

○
テ
ト
リ
ス
の
ゲ
ー
ム
画
面 
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長
い

棒
が
ブ
ロ
ッ
ク

の
穴

に
入
る
。 

 
 

ボ
イ
ス
「
テ
ト
リ
ス
！
」 

 
 

長
い

棒
が
ブ
ロ
ッ
ク

の
穴

に
入
る
。 

 
 

ボ
イ
ス
「
テ
ト
リ
ス
！
」 

 

○
亮
太
の

部
屋
（
夜
） 

 
 

テ
レ
ビ
に
マ
リ
カ
ー

の
ゲ
ー
ム

画
面
。 

 
 

亮
太
、
竜
之
介

を
後
ろ
か
ら

抱
き
し
め
な
が
ら
、

マ
リ
カ
ー

の
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
い
る
。 

亮
太
「
（
笑

う
）
竜
之
介
の
話
は
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
ん
」 

竜
之
介
「
赤
甲
羅
き
て
る
ぞ
」 

亮
太
「
わ
か
っ
て
る

（
と
ハ
ン
ド
ル

を
器
用

に
操
作

す
る
）
」 

竜
之
介
「…

俺
の
い
っ
て
る
こ
と
、

信
じ
ら
れ
な
い

だ
ろ
」 

亮
太
「
ま

ァ
な
」 

竜
之
介
「

ト
ゲ
ゾ
ー

甲
羅
だ
」 

亮
太
「
（
ハ
ン
ド
ル
を

操
作
し
）
１
日
が
二
回
繰
り
返

さ
れ
る
人
生
で
、
今
日
は
リ
ハ
ー
サ
ル
日
。

そ
ん
な

こ
と
突
然

い
わ
れ
た
っ
て
な
」 
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竜
之
介
「
何
度

も
説
明
し
て
る
。
だ
け
ど
そ
の
度
に

亮
太
は
忘

れ
て
し
ま
う
。

リ
ハ
ー
サ
ル
だ
か
ら
」 

亮
太
「
そ
う
か
。
じ
ゃ
本
番
で

説
明
し
ろ
よ
」 

竜
之
介
「

す
る
よ
。

今
日
誘
っ
た
の
と
同

じ
時
刻
に

マ
ッ
ク
で

告
白
す
る
。
ぶ
っ
つ
け
本
番
だ
」 

亮
太
「
っ
し
ゃ

1

位
ゲ
ッ
ト…

（
竜
之
介

へ
）
楽
し

み
に
待
っ
て
る
」 

 
 

竜
之
介
、
少
し

考
え
、 

竜
之
介
「

モ
ス
に
す
る
。
そ
っ
ち
の
が
リ
ッ
チ
だ
。

モ
ス
で
コ
ク
る
わ…

い
や
マ
ッ
ク
に
し
と
く
か
」 

亮
太
「
（
笑
う
）
ど
っ
ち
で
も
い
い
よ
」 

竜
之
介
「…

信
じ
て
い
い
ん
だ
な
。

俺
は

本
番
で
亮

太
を
失
う
の
が

怖
い
」 

亮
太
「
竜
之
介

を
裏
切
る
と
思

う
か
？
」 

 

 

亮
太
、

竜
之
介
を
抱
き
し
め
る
。 

竜
之
介
「…

や
っ
ぱ
り
モ
ス
で
い
く
わ
」 

 

○
竜
之
介

の
部
屋
（
朝
） 

 

 
 

竜
之
介
、

ベ
ッ
ド
か
ら
目
覚
め
る
。 
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×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 

 

竜
之
介
、
日
記
帳
を
開
く
。 

 

 
 

2

月

7

日
の
マ
ス
の
上
半
分
に
『
亮
太

ん
ち
に

泊
ま
っ
た
』
。 

 

 

竜
之
介
、
空
白
で
あ
る
下
半
分
の
マ
ス

を
見
つ

め
る
。 

 

竜
之
介
、
日
記
帳

を
閉
じ
る
。 

竜
之
介
、
深
呼
吸
す
る
。 

 

 

 
 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 

 
 

 

 

着
替
え
た
竜
之
介
、
鏡

の
前
に
立
つ
。 

 

竜
之
介
、 

整
髪
料

を
塗

り
た
く
る
。 

竜
之
介
「
（
決

め
顔
）
」 

 

 

竜
之
介
、
自
分
の
服
装
を
見
直
す
。 

竜
之
介
「…

い
や
、

違
う
な
」 

 

○
公
園 

 
 

亮
太
、
ベ
ン
チ
で
ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム

を
し
て
い
る
。 
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○
竜
之
介

の
部
屋 

 
 

別
の

服
に
着
替

え
た
竜
之
介
。 

 

 

竜
之
介
、
鏡
を
見
て
、 

竜
之
介
「…

違
う
な
」 

 
 

竜
之
介
、

ふ
と

時
計
を
見

て
、 

竜
之
介
「

ま
ず
い
。
も
う
こ
ん
な
時
間
か
」 

 

○
公
園 

 

 

亮
太
、

ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム

を
し
て
い
る
。 

女
の
声
「
亮
太
」 

 

 

亮
太
、
顔
を
あ
げ
る
。 

 

 

笑
顔
の
莉
奈
が
立
っ
て
い
る
。 

莉
奈
「
何

し
て
ん
の
」 

亮
太
「
い
や
」 

 
 

莉
奈
、
隣

に
座

る
。 

莉
奈
「
ゲ
ー
ム
？
」 

亮
太
「
う
ん
、
ま
あ
」 

 

 

と
亮
太

の
ス
マ
ホ

に

L
IN

E

メ
ッ
セ
ー
ジ
。 

莉
奈
「
彼
女
？
」 



- 25 - 

 

亮
太
「
竜
之
介

か
ら

」 

莉
奈
「…

」 

 
 

亮
太
、
竜
之
介

に

L
IN

E

を
返
信
し
て
い
る
。 

 
 

莉
奈
、
笑

み
を

浮
か
べ
る

亮
太
を
見

て
、 

 
莉
奈
「
も
し
か
し
て

亮
太
と
森
田
君

っ
て

付
き
合
っ

て
る
？
」 

亮
太
「
（
手
が
と
ま
る
）
え
」 

莉
奈
「
噂

が
あ
る
か
ら
。
そ
う
い
う
こ
と
」 

亮
太
「
そ
ん
な
わ
け
な
い

し
」 

莉
奈
「
ほ
ん
と
？
」 

亮
太
「
ん
な
わ
け
な
い
っ
て
。

何
だ
よ
そ
れ

（
と
笑

う
）
」 

莉
奈
「
だ
よ
ね…

安
心
し
た
」 

亮
太
「…

」 

 

○
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
・

外
（
夕
） 

 
 

日
が

暮
れ
か
け
て
い
る
。 

 

○
同
・
店
内 

 

 

竜
之
介
、
テ
ー
ブ
ル
席
に
座
っ
て
い
る
。 



- 26 - 

 

 
 

竜
之
介
、

ど
こ
と
な
く
落

ち
着
き
が
な
い
。 

 
 

亮
太
、
や
っ
て
く
る
。 

亮
太
「
な
ん
だ
よ
。

急
に
呼
び

出
し
て
」 

竜
之
介
「

う
ん…

」 
亮
太
「
な
ん
で

モ
ス
？
」 

竜
之
介
「
今
日

は
ち
ょ
っ
と
特
別
だ
か
ら
」 

 
 

亮
太
、
座

る
。 

 

亮
太
、
何
や
ら

素
っ
気
な
い
態
度
。 

竜
之
介
「
今
日

は
奢

る
よ
。
期
間
限
定
の

シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
ソ
ー
ダ

っ
て
の
が
う
ま
か
っ
た
」 

亮
太
「…

俺
は
い
い
や
」 

 

 
 

と
ス
マ
ホ

を
い
じ
り
だ
す
。 

竜
之
介
「…

」 

亮
太
「
話

っ
て
な
ん
だ
よ
」 

竜
之
介
「

う
ん
、
ま
あ
、

何
と
い
う
か…

」 

亮
太
「…

」 

竜
之
介
「

ま
あ
、
い
う
け
ど…

ま
あ
、
い
う
わ
」 

亮
太

、
顔
を
あ
げ
る

。 

竜
之
介
「

ま
あ
好
き
だ
」 

亮
太
「
は
？
」 
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竜
之
介
「

い
や
、
好

き
な
ん
だ
よ
」 

亮
太
「
何

が
？
」 

竜
之
介
「

ま
あ
亮
太

が
」 

亮
太
「
何
だ
よ
そ
れ
。
冗
談
い
っ
て
ん
な
ら

帰
る
ぞ
」 

竜
之
介
「

じ
ゃ
あ
わ
か
っ
た
。
い
う
わ
」 

亮
太
「…
」 

竜
之
介
「

い
う
わ
」 

亮
太
「…

」 

竜
之
介
「
（
照

れ
る
）
俺
は
、
お

前
が
、
好

き
だ
」 

亮
太
「…

」 

竜
之
介
「

そ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
け
ど
。

マ
ジ
で
」 

亮
太

、
た
め
息

を
つ
く
。 

 
 

亮
太
、
立
ち
上

が
る
。 

竜
之
介
「…

」 

亮
太
「
俺
、
い
く
わ
」 

 
 

亮
太
、
去

っ
て
い
く
。 

竜
之
介
「…

」 

 

○
竜
之
介

の
部
屋
（
夜
） 

 
 

竜
之
介
、
缶
ビ
ー
ル

を
あ
お
っ
て
い
る
。 
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床
に

散
乱
し
た

空
き
缶
。 

竜
之
介
「
頭
き
た…

頭
き
た…

」 
 

 
 

竜
之
介
、

ビ
ー
ル
を
一
気
飲
み
。 

竜
之
介
「

く
そ
っ…

な
ん
で…

」 
 

 

竜
之
介
、

ぶ
っ

倒
れ
る
。 

 

○
竜
之
介

の
部
屋
（
翌
日
・
朝
） 

 
 

ス
マ
ホ
の
ア
ラ
ー
ム

が
響

く
。 

 

 
 

竜
之
介
、
目
覚

め
る
。 

 

 

竜
之
介
、
頭

が
重
い
。 

 

  
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 

  
 

竜
之
介
、

空
き

缶
を
壁
に

投
げ
つ
け
る
。 

竜
之
介
「

あ
ー
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
わ
！
」 

 
 

竜
之
介
、
日
記
帳
を
手
に

と
る
。 

竜
之
介
、
日
記
帳
を
ビ
リ
ビ
リ

破
く
。 

竜
之
介
「
頭
き
た
。

石
毛
い
じ
め
よ
。
本
番
詰
ん
だ

か
ら
リ
ハ
ー
サ
ル
で

石
毛
い
じ
め
る
し
か
な
い
わ
こ

れ
」 
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竜
之
介
、

ス
マ
ホ
で
電
話

を
か
け
る
。 

竜
之
介
「
石
毛

か
。
て
め
え
今

か
ら
大
学
前

の
公
園

に
こ
い
」 

石
毛
の
声
「
誰

だ
て
め
え
」 

竜
之
介
「

ぶ
っ
潰
し
て
や
る
か
ら
公
園
に
こ
い
」 

石
毛
の
声
「
（
気
づ
い
て
）
お

前
森
田

か
？
」 

竜
之
介
「

だ
と
し
た
ら
何
だ
」 

石
毛
の
声
「
（
嘲
る
）
何
だ
よ
そ
の
喋
り
方
。
急
に
調

子
こ
い
て
ん
じ
ゃ
ね
え
ぞ
」 

竜
之
介
「
い
い
か
ら
こ
い
。
ぶ
っ

潰
し
て
や
る
か
ら
」 

石
毛
の
声
「
お
う
。
い
い

度
胸

だ
。
て
め
え
を
ぶ
っ

潰
し
て
や
る
よ
。
び
び
っ
て
逃

げ
ん
じ
ゃ
ね
え
ぞ
こ

ら
」 

竜
之
介
「
逃
げ
ね
え
よ
。
必
ず
ぶ
っ
潰
し
て
や
る
よ
」 

石
毛
の
声
「
お
う
、
ぶ
っ

潰
し
て
や
る
よ
」 

 

○
亮
太
の

部
屋 

 

 
 

亮
太
、
マ
リ
カ
ー
を
し
て
い
る
。 

亮
太
「
（
浮
か
な
い
顔
）…

」 
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○
公
園 

 

 

石
毛
、
金
属

バ
ッ
ト
を
持
っ
て
待
ち
か
ま
え
て

い
る
。 

 
 

竜
之
介
、

や
っ
て
く
る
。 

竜
之
介
、

無
言

で
石
毛
へ

と
近
づ
い
て
い
く
。 

石
毛
「
（
見
て
）
お
う

森
田
。
よ
く
わ
か
ら
ね
え
が
ぶ

っ
潰
し
て…

」 
 

 

竜
之
介
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
忍
ば
せ
て
い
た

ナ
イ
フ

で
石
毛
の

腹
を
刺
す
。 

石
毛
「
え
？
」 

 

 

竜
之
介
、
さ
ら
に
も
う

一
突

き
。 

石
毛
「…

え
？
」 

 

 
 

石
毛
、
血
を
流

し
て
倒
れ
る
。 

 

 

通
行
人

の
悲
鳴
が
あ
が
る
。 

  
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 

  
 

竜
之
介
、
水
飲

み
場
で
血

の
つ
い
た

手
を
洗
っ

て
い
る
。 

 
 

遠
く
か
ら

聞
こ
え
る

パ
ト
カ
ー

の
音
。 
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○
拘
置
所
・
中
（
夜
） 

 

 
 

竜
之
介
、
収
容

さ
れ
て
い
る
。 

 

竜
之
介
「
（
た
め
息
）
本
番
、

ど
う
す
っ
か
な…

」 
 

 

竜
之
介
、
目
を

閉
じ
る
。 

 
 

竜
之
介
、

深
い

眠
り
に
つ
く
。 

 

  
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 
 

 

 
  

朝
。 

 

 

竜
之
介
、
目
覚
め
る
。 

竜
之
介
「…

？
」 

 
 

竜
之
介
、
辺
り
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
見
渡

す
。 

 
 

相
変

わ
ら
ず
拘
置
所

の
中

だ
。 

竜
之
介
「

え
？
」 

 

 
 

看
守
、
や
っ
て
く
る
。 

 

竜
之
介
「

あ
、
今
日

っ
て

8

日

で
す
よ
ね
？
」 

看
守
「
何

い
っ
て
る
。
今
日
は

9

日
だ
。8

日
は
昨

日
。
お
前

が
事
件
を

起
こ
し
た

日
だ
」 

 

 

看
守
、
去
る
。 
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竜
之
介
「…

？
」 

 

 
 

竜
之
介
、
考
え

込
む
。 

竜
之
介
「
（
は
っ
と
す
る
）
ま
さ
か
」 

 
○
竜
之
介

の
部
屋
（
回
想
） 

 

 
 

床
に

散
ら
ば
っ
た
ビ
ー
ル

の
空
き
缶
。 

 
 

死
ん
だ
よ
う
に

寝
て
い
る

竜
之
介
。 

  
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 
 

 

 

カ
ー
テ
ン

越
し
に
朝
日
が

差
し
込
む
。 

 

 
 

ス
マ
ホ
の
目
覚

ま
し
ア
ラ
ー
ム

が
鳴

る
。 

 
 

が
、

竜
之
介
、
起
き
な
い
。 

 

 

や
が
て

ア
ラ
ー
ム

が
止
む
。 

 

  
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 

 

 

夜
。 

 
 

 

暗
い
室
内
。 

 

 
 

竜
之
介
、

ま
だ

寝
て
い
る
。 
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×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 

カ
ー
テ
ン

越
し
に
朝
日
が

差
し
込
む
。 

 
 

ス
マ
ホ
の
目
覚

ま
し
ア
ラ
ー
ム

が
鳴

る
。 

 

 

竜
之
介
、
今
度
は
起
き
る
。 

 

竜
之
介
、

ア
ラ
ー
ム

を
止

め
る
。 

 

  
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

  
 

竜
之
介
、
石
毛

に
電
話
し
、 

竜
之
介
「

ぶ
っ
潰
し
て
や
る
よ
」 

 

○
（
戻
っ
て
）

拘
置
所
・
中 

 
 

竜
之
介
、
頭
を

抱
え
る
。 

竜
之
介
「

そ
ん
な…

」 

 

○
同
・
面
会
室
（
数
日
後
） 

 
 

竜
之
介
、
神
妙

に
座
っ
て
い
る
。 

 

 

そ
ば
に

看
守
が
い
る
。 
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亮
太
、

ア
ク
リ
ル

板
を
隔
て
た
ド
ア
の
向
こ
う

か
ら
入
っ
て
く
る
。 

 

亮
太
、
竜
之
介
の
前
に
座
る
。 

亮
太

、
竜
之
介

を
見
る
。 

竜
之
介
、
う
つ
む
く
。 

亮
太
「…
何
で
石
毛

を
」 

竜
之
介
「…

」 

亮
太
「
竜
之
介…

何

で
だ
よ…

」 

竜
之
介
「…

間
違
え

た
ん
だ
」 

亮
太
「
間
違
え
た
？ 

何
だ
よ
そ
れ

」 

竜
之
介
「…

」 

亮
太
「
ふ
ざ
け
ん
じ
ゃ
ね
え
ぞ
」 

竜
之
介
「…

う
ん
」 

亮
太
「
お
か
し
い
だ
ろ
竜
之
介
。
ど
う
し
ち
ま
っ
た

ん
だ
よ
」 

竜
之
介
「…

亮
太
。

俺
は
ふ
ら
れ
た
ん
だ
よ

ね
」 

亮
太
「
（
は
っ
と
す
る
）…

ま
さ
か
お
前…

…

そ
れ
で
」 

竜
之
介
、
押
し

黙
る
。 

亮
太
「
（
顔
を
歪
ま
せ

）
竜
之
介

。
許
し
て
く
れ…

あ

の
と
き
、
あ
ん
な
冷

た
い
態
度

を
と
っ
て…

ま
さ
か
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こ
ん
な
こ
と
に
な
る

な
ん
て…

」 

竜
之
介
「

も
う
い
い

よ
」 

 
 

竜
之
介
、
笑
顔

を
浮
か
べ
る
。 

亮
太
「
竜
之
介…

」 

 
 

竜
之
介
、
真
っ
直
ぐ
な
眼
差

し
で

亮
太

を
見
る
。 

竜
之
介
「
亮
太

が
好

き
だ
」 

亮
太
「…

」 

竜
之
介
「
亮
太

。
好

き
だ
」 

 
 

亮
太
、
立

ち
上

が
り
、 

亮
太
「
（
叫
ぶ
）
俺
も
だ

！ 

竜
之
介

が
好

き
だ
！
」 

 
 

竜
之
介
も
立
ち

上
が
り
、 

竜
之
介
「
好
き
だ
！
」 

亮
太
「
好

き
だ
！
」 

竜
之
介
「
大
好

き
だ
！
」 

亮
太
「
で
も
俺
の
ほ
う
が
も
っ
と
好
き
だ
！
」 

 

竜
之
介
「
俺
の
ほ
う
が
も
っ
と
も
っ
と
好

き
だ
！
」 

亮

太

「

俺

の

ほ

う

が

も

っ

と

も

っ

と

も

っ

と

好

き

だ
！
」 

 
 

二
人
、
ア
ク
リ
ル
板
越
し
に
闘
牛
の
よ
う
に

額

を
重
ね
合

う
。 
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×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

  
 

竜
之
介
と
亮
太
、
見

つ
め

合
っ
て
い

る
。 

亮
太
「
竜
之
介
、
俺

は
待
っ
て
る
ぞ
」 

竜
之
介
「…
う
ん
」 

 
 

亮
太
、
竜
之
介

に
背
を
向

け
る
。 

 
 

竜
之
介
、

亮
太

を
見
送
る
。 

竜
之
介
「
亮
太
」 

 
 

亮
太
、
振

り
返

る
。 

亮
太
「…

？
」 

竜
之
介
「

フ
ァ
ッ
ク
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

（
お
わ
り
） 

 


